
〔
公
開
講
演
「
文
芸
研
究
の
現
在
と
こ
れ
か
ら
」〕

西

鶴

と

狸

│
│
創
作
側
と
受
容
側
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
│
│

森

田

雅

也

一

は
じ
め
に

「
日
本
文
芸
学
会
」
は
、
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
）
年
十
一
月
九
日
に
創
立
さ
れ
た
。
創
立
者
実
方
清
氏
は
、
そ
の
創
立
趣
意
に
お

い
て
、
学
的
対
象
認
識
が
な
い
「
国
文
学
」
と
い
う
学
的
世
界
か
ら
の
自
立
を
目
指
し
、
従
来
の
国
文
学
研
究
の
中
か
ら
「
文
芸
」
と
し

て
の
研
究
領
域
を
純
粋
に
考
え
、
真
の
「
日
本
文
芸
」
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
さ
れ
た
。
以
来
、
そ
の
学
的
主
体
性
に
基
づ

い
た
研
究
活
動
を
行
い
、
年
一
回
の
全
国
大
会
を
開
催
し
、
二
〇
二
四
年
七
月
六
日
〜
七
日
、
第
六
〇
回
大
会
（
於

岡
山
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

清
心
女
子
大
学

セ
ン
ト
・
ヨ
ゼ
フ
ホ
ー
ル
）
を
迎
え
た
。
全
国
大
会
と
し
て
は
世
界
的
に
襲
わ
れ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
一
回
の
休
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の
連
綿
六
十
有
余
年
に
わ
た
る
学
会
の
歴
史
は
、
日
本
文
学
の
研
究
史
の
一
画
と
し
て
輝
か
し
い
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
大
会
に
お
い
て
は
、「
文
芸
研
究
の
現
在
と
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
、
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
本
論
考
は
、
こ
の
講
演
会
で
の

内
容
に
起
因
し
て
い
る
。

三



日
本
文
芸
学
会
で
は
、
創
立
以
来
、「
日
本
文
学
」
と
さ
れ
る
範
疇
の
中
で
、
何
が
「
文
芸
」
で
何
が
「
文
芸
」
で
な
い
の
か
模
索
し

続
け
て
き
た
。
さ
ら
に
先
学
は
「
国
文
学
」
界
と
の
学
的
領
域
と
の
差
異
、
研
究
方
法
と
の
差
異
を
め
ぐ
っ
て
苦
悶
し
、
純
粋
な
「
日
本

文
芸
学
」
を
追
究
す
る
あ
ま
り
、
混
迷
に
陥
り
、
到
着
点
の
な
い
チ
ャ
ー
ト
（
海
路
）
の
中
で
漂
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、

そ
の
同
志
と
の
中
で
研
究
生
活
の
大
半
を
過
ご
し
て
き
た
論
者
は
省
み
て
い
る
。
そ
の
行
為
は
無
為
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
れ
か
ら
の
研

究
の
重
点
は
独
自
の
研
究
方
法
の
提
唱
に
あ
る
と
宣
言
し
た
い
。

ま
た
、
論
者
は
鶏
肋
と
言
わ
れ
か
ね
な
い
が
、
日
本
文
芸
学
会
で
の
論
考
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、「
国
文
学
」
を
殊
更
「
日
本
文
芸
」

と
称
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
あ
ま
ね
く
「
日
本
文
学
」
で
よ
い
と
の
立
場
を
取
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
、
明
治
初
期
に
「
文

明
」
も
「
文
化
」
も
当
初
は
同
義
で
、
ド
イ
ツ
哲
学
が
浸
透
し
始
め
、
そ
れ
に
伴
い
「
文
化
」
は
「K

ultur

（culture

）」
の
訳
語
へ
と
転

じ
、
次
第
に
「
文
化
」
と
「
文
明
」
の
違
い
を
論
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
の
と
同
様
で
あ
ろ
う
。
英
訳
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
「Japanese

literature

」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

言
わ
ず
も
が
な
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
文
学
の
研
究
に
お
い
て
、
国
際
文
学
と
し
て
の
位
置
を
意
識
す
る
こ
と
は
常
在
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
世
界
舞
台
に
お
い
て
自
己
の
研
究
方
法
を
端
的
に
説
明
で
き
る
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
独
自
の
研
究
方
法
を
確
立
し
、
続
く
研
究
者
を
育
成
し
、
広
大
な
日
本
文
学
史
の
海
の
中
か
ら
日
本
的
精
神
性
を
抽
出

す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
と
再
認
識
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

論
者
は
研
究
対
象
の
日
本
文
学
か
ら
テ
ク
ス
ト
外
の
読
み
を
引
き
出
す
こ
と
を
研
究
方
法
と
し
て
き
た
。
そ
の
研
究
生
活
の
初
期
か

ら
、
Ｈ
・
Ｒ
・
ヤ
ウ
ス
、
Ｗ
・
イ
ー
ザ
ー
な
ど
の
「
受
容
美
学
」
を
援
用
し
た
「
受
容
文
芸
学
」
を
提
唱
し
、
研
究
対
象
で
あ
る
井
原
西

鶴
の
本
質
性
の
解
明
方
法
と
し
て
「
受
容
文
芸
学
」
を
提
唱
し
て
き
た
。
だ
が
、
十
分
な
提
唱
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

た
だ
、
近
時
、「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（context

）」
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
一
般
的
意
味
は
、「
文
章
に
お
い
て
、
文
意
あ
る
い
は
語

西
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と
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の
意
味
を
決
定
す
る
前
後
の
関
係
。
文
脈
。」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
よ
り
）
で
あ
る
が
、
高
コ
ン
テ
ク
ス
ト
性
の
日
本
文
学
作
品
で
は
、

大
い
に
同
時
代
の
読
み
、
す
な
わ
ち
、「
受
容
文
芸
学
」
が
大
切
と
な
る
。

以
上
の
挑
発
の
も
と
、「
西
鶴
と
狸
」
と
題
し
て
西
鶴
の
具
体
的
な
作
品
か
ら
論
じ
た
い
。

二

元
禄
時
代
の
「
狐
狸
」
と
怪
異
性

江
戸
時
代
、
十
七
世
紀
後
半
は
上
方
文
化
が
隆
盛
で
、
西
鶴
の
活
躍
し
た
延
宝
・
天
和
・
貞
享
・
元
禄
と
元
号
で
は
四
つ
に
ま
た
が

り
、
こ
れ
を
元
禄
文
化
の
総
称
で
呼
ん
で
い
る
。
徳
川
幕
府
が
開
闢
す
る
と
い
ち
早
く
、
五
街
道
を
整
備
す
る
こ
と
で
中
央
集
権
化
に
努

め
た
が
、
当
初
は
軍
事
目
的
で
あ
っ
た
政
策
に
、
地
方
で
は
各
街
道
、
姫
街
道
ま
で
張
り
巡
ら
し
、
瞬
く
間
に
陸
上
交
通
網
が
拡
が
り
、

そ
れ
は
物
流
網
の
発
展
に
と
つ
な
が
っ
た
。
そ
れ
ら
の
地
方
物
流
網
と
、
行
政
拠
点
の
江
戸
、
経
済
拠
点
の
大
坂
、
文
化
拠
点
の
京
都
、

い
わ
ゆ
る
三
都
を
繋
ぐ
一
大
物
流
網
は
、
大
量
運
搬
を
必
要
と
し
た
た
め
、
水
上
交
通
問
の
整
備
が
急
が
れ
た
。
や
が
て
、
河
村
瑞
賢
な

ど
に
よ
り
、
東
廻
り
航
路
、
続
い
て
西
廻
り
航
路
が
整
備
さ
れ
て
、
経
済
・
文
化
で
三
都
と
地
方
が
物
流
網
で
結
ば
れ
て
、
そ
の
交
流
が

文
化
圏
形
成
と
な
り
、「
元
禄
文
化
」
と
称
さ
れ
る
日
本
屈
指
の
文
化
繁
栄
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
大
坂
で
の
文
化
形
成
を

体
現
し
た
の
が
大
坂
談
林
俳
諧
の
旗
手
で
、
浄
瑠
璃
作
家
、
歌
舞
伎
役
者
と
も
交
流
ま
で
あ
っ
た
、
井
原
西
鶴
で
あ
っ
た
。
西
鶴
は
、
談

林
俳
諧
の
総
帥
で
大
坂
天
満
宮
連
歌
所
の
所
長
で
あ
っ
た
西
山
宗
因
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
後
継
者
争
い
か
ら
身
を
引
き
、
浮
世

草
子
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
。
そ
の
嚆
矢
と
な
る
作
品
、
短
編
小
説
集
と
も
一
代
記
長
編
小
説
と
も
呼
べ
る
読
物
が
『
好
色
一
代
男
』
で

あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
整
版
印
刷
、
地
本
屋
、
貸
本
屋
の
発
達
も
あ
り
、
西
鶴
は
日
本
全
国
津
々
浦
々
ま
で
知
れ
渡
る
小
説

家
と
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
大
坂
を
代
表
す
る
作
家
と
な
っ
た
西
鶴
の
『
好
色
五
人
女
』﹇
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
刊
﹈
巻
二
は
大
坂
を
舞
台
と
し
た

西
鶴
と
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「
樽
屋
お
せ
ん
」
の
話
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
章
に

天
満
に
七
つ
の
化
物
有
。
大
鏡
寺
の
前
の
傘
火
、
神
明
の
手
な
し
児
、
曽
根
崎
の
逆
女
、
十
一
丁
目
の
く
び
し
め
縄
、
川
崎
の
泣
き
坊
主
、
池
田
町

の
わ
ら
ひ
猫
、
う
ぐ
ひ
す
塚
の
燃
か
ら
う
す
、
是
皆
、
年
を
重
ね
し
狐
狸
の
業
ぞ
か
し
。
世
に
お
そ
ろ
し
き
は
人
間
、
ば
け
て
命
を
と
れ
り
。

（
傍
線
は
森
田
が
付
し
た
、
以
下
同
じ
。）

と
あ
る
。
天
下
の
台
所
の
中
心
地
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
る
「
天
満
」
で
「
七
つ
の
化
物
」
が
出
て
話
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
前
掲
の
『
好
色
一
代
男
』
は
架
空
の
人
物
「
世
之
介
」
が
主
人
公
で
あ
り
、
好
色
遍
歴
を
す
る
遊
女
の
名
こ
そ
実
名
で
あ
る
も
の

の
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
荒
唐
無
稽
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
し
て
『
好
色
五
人
女
』
は
、
お
夏
清
十
郎
、
八
百
屋
お
七
な
ど

刊
行
直
前
に
起
こ
っ
た
実
際
の
事
件
の
女
た
ち
を
モ
デ
ル
に
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
で
あ
る
。
い
く
ら
何
で
も
、
西
鶴
が
小
説
家

と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
言
え
、
大
坂
談
林
を
代
表
す
る
俳
諧
の
師
匠
が
、
ま
っ
た
く
世
間
の
噂
に
も
な
っ
て
い
な
い
架
空

の
話
題
を
書
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
む
し
ろ
、「
七
つ
の
化
物
」
は
当
時
の
耳
目
を
集
め
た
恐
怖
で
あ
っ
た
と
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
特
に
大
坂
だ
け
で
な
く
、
元
禄
時
代
第
一
の
集
散
地
「
天
満
」
で
あ
る
。
全
国
的
に
、
こ
の
数
行
に
戦
慄
を
覚
え
た
者
も

数
知
れ
ず
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
西
鶴
は
こ
の
怪
異
を
「
是
皆
、
年
を
重
ね
し
狐
狸
の
業
ぞ
か
し
」
で
解
決
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
大
坂
人
特
有
の
解
釈
で
は
な
く
、
当
時
の
全
国
の
日
本
人
が
共
有
し
て
い
た
「
狐
狸
」
観
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
当

時
の
怪
異
は
、
例
え
ば
、
そ
の
地
に
現
れ
る
妖
怪
、
人
に
恨
み
を
も
っ
て
憑
く
幽
霊
の
類
、
皆
、
恐
怖
の
対
象
で
あ
っ
た
。
こ
の
心
理
を

利
用
し
て
流
行
し
て
い
た
の
が
、「
百
物
語
」
と
い
う
遊
び
で
あ
り
、
大
量
に
出
版
さ
れ
て
い
た
「
百
物
語
」
物
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
す
べ
て
の
恐
ろ
し
い
「
天
満
」
の
「
七
つ
の
化
物
」
が
「
狐
狸
」
の
仕
業
と
さ
れ
れ
ば
、
民
衆
は
平
常
心
に
戻
れ
る
の
で

西
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あ
る
。
前
掲
引
用
文
に
は
「
世
に
お
そ
ろ
し
き
は
人
間
、
ば
け
て
命
を
と
れ
り
。」
と
い
う
西
鶴
特
有
の
「
人
は
ば
け
も
の
」
論
が
続
く

が
、「
狐
狸
」
は
怪
異
を
超
越
し
た
現
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
頃
す
で
に
、
幕
府
に
よ
る
人
を
惑
わ
す
怪
異
物
や
幻
惑
物
に
対
す
る
出
版
統
制
令
﹇
明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
﹈
が
出

て
い
た
。じ

ょ
う
じ
ょ
う

條
々

も
し

ば

一
、
和
本
之
軍
書
之
類
、
若
板
行
仕
事
有
之
者
、
出
所
以
下
書
付
、
奉
行
所
へ
指
上
可
請
下
知
事
。

ひ
し
ん

か
う
じ
ん

え
う
わ
く

一
、
飛
神
・
魔
法
・
奇
異
・
妖
怪
等
之
邪
説
、
新
義
之
秘
事
、
門
徒
又
者
山
伏
・
行
人
等
に
不
限
、
仏
神
に
事
を
寄
せ
、
人
民
を
妖
惑
す
る
も
の

の
類
、
又
ハ
諸
宗
共
に
法
難
ニ
可
成
申
分
、
与
力
同
心
仕
之
族
、
代
々
御
制
禁
之
条
新
義
之
沙
汰
ニ
あ
ら
ざ
る
段
、
可
存
弁
其
旨
事
。

（
以
下
一
条
略
│
礫
打
ち
あ
い
禁
止
）

右
条
々
違
犯
之
族
、
於
有
之
者
、
可
為
曲
事
者
也

明
暦
三
年
丁
酉
二
月
廿
九
日

佐
渡

下
京

町
中
⑴

こ
の
頃
、
本
屋
仲
間
が
出
版
前
に
自
主
規
制
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
も
し
、
そ
の
た
め
に
「
狐
狸
」
の
仕
業
と
し

た
こ
と
で
、
泰
平
の
世
に
つ
な
が
る
な
ら
、
一
層
の
神
仏
の
能
力
に
匹
敵
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
も
凌
駕
す
る
「
狐
狸
」
の
霊
力
が
民

衆
の
心
に
浸
透
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
怪
異
の
主
体
で
あ
る
「
狐
狸
」
で
あ
る
が
、「
キ
ツ
ネ
」
と
「
タ
ヌ
キ
」
で
は
動
物
学
的
に
大
き
く
異
な
る
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
当
然
、
生
息
地
も
違
う
。「
狐
」
は
、

西
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哺
乳
類
の
な
か
で
オ
オ
カ
ミ
と
と
も
に
も
っ
と
も
分
布
の
広
い
も
の
の
一
つ
で
、
ア
フ
リ
カ
北
部
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
（
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
シ

ナ
半
島
を
除
く
大
陸
部
と
日
本
）、
北
ア
メ
リ
カ
（
合
衆
国
の
北
半
部
以
北
）
に
分
布
し
、
北
は
北
極
海
の
沿
岸
に
達
す
る
。
地
理
的
な
変
異
が
著

し
く
、
旧
世
界
で
約
三
十
五
亜
種
、
北
ア
メ
リ
カ
で
約
十
二
亜
種
が
区
別
さ
れ
、
日
本
に
は
二
亜
種
が
す
む
。（『
日
本
大
百
科
全
書
』
よ
り
）

世
界
に
広
域
に
分
布
す
る
だ
け
あ
っ
て
、
イ
ソ
ッ
プ
な
ど
の
童
話
か
ら
『
狐
物
語

Le
R
om
an
de
R
enart

』
の
よ
う
な
民
話
ま
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
に
多
く
の
物
語
に
登
場
す
る
。
ア
ジ
ア
で
も
「
九
尾
の
狐
」
伝
説
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
韓
国
に
流
布
す
る
も
の
ま

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
文
学
に
お
い
て
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
妖
力
を
ふ
る
う
狐
だ
け
で
日
本
文
学
史
が
出
来
上
が
る
ほ
ど
で
あ

る
。そ

れ
に
比
し
て
、「
狸
」
は
、

ア
ジ
ア
東
部
に
生
息
す
る
特
産
種
の
一
つ
で
、
日
本
お
よ
び
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
北
、
シ
ベ
リ
ア
の
ア
ム
ー
ル
川
よ
り
、
南
は
ベ
ト
ナ
ム
北
部
ま
で

の
間
に
分
布
す
る
。（
中
略
）
日
本
に
は
こ
の
う
ち
二
亜
種
が
生
息
し
、
本
州
、
四
国
、
九
州
お
よ
び
佐
渡
島
に
分
布
す
る
も
の
を
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ

と
よ
び
、
北
海
道
の
も
の
を
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
と
よ
ぶ
。（『
日
本
大
百
科
全
書
』
よ
り
）

と
あ
る
よ
う
に
、
日
本
文
学
に
こ
そ
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
、
世
界
的
に
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
。
そ
の
点
、
日
本
で
は
『
か
ち
か
ち

山
』
の
よ
う
な
昔
話
か
ら
、
馬
琴
の
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
で
里
見
に
仇
を
な
す
「
八
房
」
の
育
て
の
親
が
狸
で
あ
る
な
ど
数
多
く
の
物

語
の
場
面
に
登
場
す
る
が
、
妖
力
の
強
さ
は
狐
に
軍
配
が
あ
が
る
印
象
が
あ
る
。

た
ぬ
き

そ
れ
は
『
和
漢
三
才
図
絵
』﹇
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
自
序
﹈「
巻
第
三
十
八

獸
類

貍
」
に
、
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按
ず
る
に
、
狸
、
數
種
有
り
て
、
淡
黒
色
〈
中
略
〉
老
い
た
る
狸
、
よ
く
變
化
し
て
妖
恠
（＝

妖
怪
よ
う
か
い
）
と
。
狐
に
同
じ
。（
中
略
）
或

は
ら
つ
づ
み

い
は
、
腹
鼓
、
自
ら
、
樂
し
む
。
之
れ
を
「
狸
の
腹
鼓
」
と
謂
ふ
。

と
記
す
よ
う
に
、
本
来
は
「
老
い
た
る
狸
」
す
な
わ
ち
、「
古
狸
」
の
妖
力
は
「
妖
恠
」
と
し
て
、
狐
と
対
等
の
妖
力
を
有
し
た
も
の
と

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

た
だ
一
方
で
、「
証
城
寺
の
狸
囃
子
」
伝
説
の
よ
う
な
「
狸
の
腹
鼓
」
が
滑
稽
さ
を
印
象
付
け
た
た
め
に
今
日
は
あ
ま
り
狸
の
妖
力
を

語
ら
な
い
。
そ
の
起
源
は
不
明
な
も
の
の
「
人
住
ま
て
鐘
も
音
せ
ぬ
古
寺
に
狸
の
み
こ
そ
鼓
打
ち
け
れ
（
夫
木
和
歌
集
・
寂
連
）」
と
古
歌

に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
広
く
人
口
に
膾
炙
し
て
き
た
狸
の
滑
稽
さ
で
あ
る
。「
狸
寝
入
り
」
と
と
も
に
そ
の
よ
う
な
「
狸
」
の
コ
ミ
カ
ル
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
付
は
「
古
狸
」
と
別
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

西
鶴
の
短
編
集
に
も
し
ば
し
ば
狸
は
登
場
す
る
が
、
多
く
は
兎
な
ど
と
同
等
の
狩
猟
に
関
わ
る
語
で
、
遺
稿
を
除
け
ば
「
古
狸
」
が
話

の
中
核
を
な
す
の
は
意
外
と
少
な
く
三
話
だ
け
で
あ
る
⑵
。
そ
れ
で
は
、
西
鶴
は
、
物
語
の
中
で
ど
の
よ
う
に
「
古
狸
」
を
用
い
た
の

か
。
以
下
分
析
し
た
い
。三

西
鶴
と
狸
話
三
話

一
つ
目
は
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』﹇
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
刊
﹈
巻
四
の
一
「
形
は
昼
の
ま
ね
」
で
あ
る
。
当
時
、
道
頓
堀
に
は
井
上

播
磨
掾
の
人
形
浄
瑠
璃
の
芝
居
小
屋
が
あ
っ
た
。「
大
坂
中
う
つ
し
て
、
こ
れ
見
物
事
と
て
、
ひ
さ
し
く
は
や
り
け
る
」
と
い
う
ほ
ど
の

大
人
気
の
「
一
の
谷
の
逆
落
と
し
の
合
戦
」
の
正
月
興
行
が
一
段
落
し
、
誰
も
寄
り
付
か
な
く
な
っ
た
芝
居
小
屋
で
深
夜
に
騒
々
し
い
物

音
が
す
る
。
番
人
た
ち
が
覗
い
た
と
こ
ろ
、
捨
て
て
あ
っ
た
人
形
た
ち
が
、
昼
間
の
合
戦
の
場
さ
な
が
ら
に
東
西
に
分
か
れ
て
、
人
間
の

西
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よ
う
な
様
で
源
平
の
諸
将
が
組
み
合
っ
た
り
し
て
い
る
。
つ
い
に
は
、
疲
れ
て
水
を
飲
む
な
ど
し
て
、
そ
の
音
ま
で
聞
こ
え
て
く
る
。
番

人
た
ち
は
恐
れ
慄
い
て
、
皆
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
む
か
し
よ
り
同
じ
人
形
共
く
ひ
あ
ふ
事
は
た
め
し
多
し
」
と
人
形
に
魂
の
入
る
現

象
を
怪
異
と
認
め
な
が
ら
も
、
年
嵩
の
道
化
が
「
水
を
呑
み
し
事
不
思
議
な
り
」
と
怪
し
ん
だ
た
め
、
皆
で
見
張
る
な
ど
し
て
監
視
し
て

い
る
と
床
の
下
「
年
へ
し
狸
」
が
逃
げ
て
行
っ
た
。
正
体
は
化
け
物
や
得
体
の
知
れ
な
い
「
変
化
」
類
で
は
な
く
、
よ
く
あ
る
古
狸
た
ち

の
仕
業
で
あ
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
⑶
。

二
つ
目
は
『
本
朝
二
十
不
孝
』﹇
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
刊
﹈
巻
四
の
四
「
本
に
其
人
の
面
影
」
で
あ
る
。
松
前
藩
に
は
、
故
あ
っ
て

浪
々
中
の
親
孝
行
な
兄
弟
「
作
弥
・
八
弥
」
が
あ
っ
た
が
、「
流
石
、
う
ま
れ
つ
き
美
し
く
、
若
衆
ざ
か
り
に
し
て
、
執
心
の
人
、
絶
え

な
く
、
門
に
市
を
な
し
ぬ
。
後
は
命
を
か
け
て
、
作
弥
を
忍
ぶ
人
あ
り
、
八
弥
を
し
た
ふ
者
あ
り
。」
と
い
う
ほ
ど
の
美
男
の
兄
弟
で
あ

っ
た
。
父
を
亡
く
し
て
、
母
も
病
に
伏
し
て
、
そ
の
様
は
哀
れ
な
ほ
ど
の
容
色
と
な
り
、
見
る
も
恐
ろ
し
げ
な
様
相
と
な
っ
た
が
、
ま
も

な
く
亡
く
な
っ
た
。
す
る
と
、
藩
中
に
は
「
作
弥
・
八
弥
が
母
人
の
幽
霊
来
る
」
と
い
う
噂
が
立
ち
、
あ
れ
ほ
ど
「
門
に
市
を
な
し
」
た

家
の
前
に
は
、
夜
に
な
る
と
往
来
が
絶
え
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
兄
弟
も
そ
の
正
体
を
確
か
め
る
べ
く
見
張
っ
て
い
る
と
、
ま
さ
し
く
母
の

亡
霊
が
現
れ
た
。
兄
の
作
弥
は
慄
き
、
母
の
変
わ
り
果
て
た
姿
を
嘆
く
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
弟
の
八
弥
は
気
丈
に
も
半
弓
を
つ
が
て
、
弓

を
放
っ
た
と
こ
ろ
、「
形
ち
は
消
て
、
ぱ
つ
と
光
あ
り
」
と
物
の
怪
を
退
治
で
き
た
。「
立
よ
り
て
み
る
に
、
年
ふ
り
し
狸
の
鼻
筋
よ
り
射

通
し
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
も
よ
く
あ
る
古
狸
た
ち
の
仕
業
で
あ
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
⑷
。

三
つ
目
は
『
男
色
大
鑑
』﹇
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
刊
﹈
巻
二
の
二

「
傘
持
て
も
ぬ
る
る
身
」
で
あ
る
。
思
い
が
け
ぬ
巡
り
会
い
か
ら
、
明
石
藩
藩
主
の
寵
童
と
し
て
母
子
と
も
に
抱
え
ら
れ
た
浪
人
の
長
坂

小
輪
で
あ
っ
た
が
、
美
少
年
だ
け
を
理
由
に
溺
愛
さ
れ
る
こ
と
は
衆
道
の
道
に
外
れ
る
と
し
て
念
者
は
自
分
で
選
ぶ
と
し
て
藩
主
に
心
を

寄
せ
な
か
っ
た
。
藩
主
も
そ
の
心
を
認
め
て
い
た
あ
る
夜
、
城
中
の
お
亭
で
宴
に
巨
大
な
「
一
眼
の
入
道
」
が
出
現
し
暴
れ
ま
く
っ
た
。

西
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そ
の
化
け
物
が
何
者
か
に
退
治
さ
れ
た
が
、
正
体
は
「
幾
年
か
ふ
り
し
狸
」
で
あ
っ
た
。
詮
索
す
れ
ば
手
柄
を
あ
げ
た
の
は
小
輪
と
判
明

し
、「
武
勇
」
の
者
と
賞
せ
ら
れ
て
、
ま
す
ま
す
藩
主
か
ら
の
寵
愛
が
深
く
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
小
輪
に
は
自
身
で
選
ん
だ
念
者
が
出
来

て
し
ま
っ
た
。
あ
る
夜
、
小
輪
は
殿
の
寝
所
の
番
を
し
て
い
る
隣
の
間
に
彼
を
忍
ば
せ
て
契
り
を
結
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
事
は
隠
し
目

付
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
藩
主
自
ら
が
長
刀
を
持
ち
、
兵
法
稽
古
と
称
し
て
小
輪
を
家
中
の
前
に
引
き
出
し
、
念
者
の
名
を
詰
問
し

た
。
相
手
の
名
を
明
か
さ
ぬ
小
輪
の
態
度
に
苛
立
ち
逆
上
し
た
藩
主
は
、
左
腕
、
右
腕
と
徐
々
に
斬
り
、
最
後
は
首
を
討
ち
、
家
中
の
涙

を
誘
っ
た
。
そ
の
後
、
探
し
求
め
ら
れ
て
い
た
小
輪
の
念
者
は
、
藩
主
に
子
細
を
告
げ
た
隠
し
目
付
の
両
手
を
斬
っ
た
上
で
首
を
討
ち
取

り
、
小
輪
の
母
を
某
所
に
逃
が
し
た
上
で
、
小
輪
の
墓
の
前
で
切
腹
し
て
果
て
た
と
い
う
話
で
あ
る
⑸
。

三
話
と
も
「
古
狸
」
が
物
語
に
絡
む
が
役
割
が
違
う
。
現
代
の
一
般
的
な
読
者
側
の
読
み
と
し
て
は
、
一
話
目
は
浄
瑠
璃
の
人
形
の
怪

異
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
が
、
古
狸
の
仕
業
と
し
て
戯
事
の
よ
う
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
二
話
目
は
古
狸
の
怪
異
で
あ
る

が
、
物
語
の
結
末
に
は
、
藩
主
が
退
治
し
た
弟
を
賞
せ
ず
に
む
し
ろ
、
兄
を
評
価
し
召
し
抱
え
る
と
い
う
ど
ん
で
ん
返
し
が
あ
る
。
物
の

怪
と
は
言
え
、
母
を
射
た
弟
は
不
孝
者
と
し
て
仕
官
叶
わ
ず
、
兄
の
態
度
は
殊
勝
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
弓
馬
の
勇
を
誉

と
す
る
武
士
道
に
あ
っ
て
は
矛
盾
と
も
言
え
る
。
結
果
、
傍
ら
で
怯
え
て
い
た
だ
け
の
兄
が
仕
官
叶
い
、
弟
は
松
前
を
退
去
す
る
と
言
う

後
味
の
悪
さ
が
残
る
。
三
話
目
は
明
石
藩
主
の
男
色
絡
み
の
非
道
な
仕
打
ち
へ
の
怒
り
が
心
に
残
り
、
そ
れ
に
比
し
て
小
輪
と
念
者
の
衆

道
の
鑑
と
し
て
の
潔
さ
に
感
が
入
る
。
こ
こ
で
の
「
古
狸
」
は
「
一
眼
の
入
道
」
に
化
け
た
物
の
怪
と
し
な
が
ら
も
武
士
に
退
治
さ
れ
た

モ
ノ
に
過
ぎ
な
く
、
殊
更
、
狸
の
妖
力
を
あ
げ
る
必
要
は
な
い
。

そ
う
思
え
ば
、
三
話
と
も
「
狸
」
の
妖
力
、
そ
の
怪
異
と
し
て
の
化
け
物
話
と
し
て
の
存
在
は
等
閑
に
し
て
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
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四

コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
狸
話

三
話
に
共
通
す
る
の
は
、
読
者
と
作
品
の
同
時
代
性
で
あ
る
。「
浮
世
」
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ
う
す
る
と
、
三

話
に
対
す
る
読
後
感
も
現
在
の
読
者
と
当
時
の
読
者
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
再
度
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

一
話
目
を
横
に
置
き
、
二
話
目
の
場
合
、
藩
主
が
退
治
し
た
弟
を
賞
せ
ず
に
む
し
ろ
、
臆
病
な
兄
を
評
価
し
召
し
抱
え
た
松
前
の
藩
主

が
下
し
た
浪
人
の
兄
弟
へ
の
不
明
な
沙
汰
と
な
る
が
、
ど�

ん�

で�

ん�

返�

し�

と
評
す
る
の
は
現
代
的
な
読
み
で
あ
る
。
い
か
さ
ま
、
弟
は
健
気

に
も
半
弓
で
母
の
姿
の
化
身
の
狸
に
立
ち
向
か
っ
た
。
現
代
人
に
は
臆
病
と
も
思
え
る
兄
の
態
度
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ
れ
を
近
年

は
、
松
前
藩
主
の
横
暴
と
し
て
、
証
左
に
ア
イ
ヌ
民
族
の
「
沙
牟
奢
允
（
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
蜂
起
）﹇
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
﹈
を
あ
げ
る

説
が
増
え
て
き
た
。
松
前
藩
は
北
海
道
の
南
端
と
は
言
え
極
寒
の
地
で
、
江
戸
時
代
は
米
の
収
穫
が
見
込
め
な
い
と
し
て
、
幕
藩
体
制
で

は
唯
一
の
石
高
を
持
た
な
い
藩
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
藩
の
歳
入
は
蝦
夷
地
（
ア
イ
ヌ
）
交
易
に
よ
る
収
益
に
あ
っ
た
。
松
前
藩
は

幕
府
よ
り
蝦
夷
地
交
易
独
占
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
そ
こ
に
は
ア
イ
ヌ
民
族
か
ら
の
収
奪
や
漁
猟
場
の
破
壊
が
横
行
し
、
そ
の

不
満
が
東
西
蝦
夷
地
の
ア
イ
ヌ
民
族
が
一
斉
に
蜂
起
し
、
松
前
藩
の
軍
隊
が
鎮
圧
に
乗
り
出
し
た
も
の
の
苦
戦
し
、
幕
府
に
命
じ
ら
れ
た

諸
藩
の
援
軍
を
も
っ
て
、
よ
う
や
く
鎮
圧
し
た
と
い
う
事
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
和
平
交
渉
が
進
む
中
で
首
謀
者
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
は

松
前
軍
の
奸
計
で
殺
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
判
明
し
て
い
る
。

た
だ
、
そ
れ
は
近
代
の
日
本
史
研
究
の
成
果
で
あ
っ
て
、
浮
世
草
子
作
家
西
鶴
と
同
時
代
の
読
者
が
共
有
し
て
い
た
事
項
で
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
松
前
藩
の
多
く
の
商
人
た
ち
が
近
江
商
人
で
あ
り
、
当
地
に
住
み
、
大
坂
と
盛
ん
に
往
来
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
情
報
源

に
は
な
り
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

何
よ
り
も
こ
の
話
は
『
本
朝
二
十
不
孝
』
二
十
話
の
一
つ
で
あ
る
。
当
時
、
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
に
よ
る
孝
道
奨
励
政
策
が
推
進
さ
れ
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て
お
り
、
西
鶴
も
『
本
朝
二
十
不
孝
』
序
文
で
、
そ
の
政
策
を
受
け
て
「
孝
に
す
ゝ
む
る
一
助
な
ら
ん
か
し
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
趣
旨

か
ら
は
兄
を
高
く
賞
す
る
松
前
藩
藩
主
の
沙
汰
は
、
当
時
の
読
者
と
し
て
は
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
武
道
奨
励
と
孝
道
奨
励
の
ど
ち
ら
を
高
く
置
く
か
と
い
う
命
題
は
、『
本
朝
二
十
不
孝
』
刊
行
よ
り
十
五
年
ほ
ど
下
る
「
赤
穂
事

件
」
の
処
理
に
お
い
て
、
吉
良
上
野
介
を
討
っ
た
赤
穂
浪
士
た
ち
の
処
遇
に
お
い
て
幕
府
幕
閣
を
悩
ま
せ
た
倫
理
観
の
錯
綜
と
通
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
侮
り
が
た
い
世
論
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
当
時
の
読
書
人
た
ち
の
心
に
通
じ
る
と
す
る
に

は
多
く
の
手
続
き
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
俳
諧
師
西
鶴
の
穿
っ
た
見
方
を
あ
え
て
求
め
れ
ば
、
親
孝
行
な
兄
弟
「
作
弥
・
八
弥
」
は
又
、
美
童
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

藩
主
の
裁
定
の
伏
線
に
、
も
し
、
そ
の
甲
乙
が
関
係
し
て
い
た
と
す
れ
ば
面
白
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
は
ず
で
あ

る
。三

作
目
は
ま
さ
に
男
色
偏
執
の
藩
主
が
惹
起
し
た
事
件
で
あ
る
。
当
時
の
読
者
と
し
て
は
、
そ
の
藩
主
が
「
明
石
藩
」
と
明
記
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
驚
い
た
で
あ
ろ
う
。
先
の
出
版
取
り
締
ま
り
令
は
以
降
も
多
く
出
さ
れ
て
、
元
禄
期
は
、
そ
の
中
に
大
名
の
出
自
、
幕
府
を

含
む
大
名
家
な
ど
へ
の
誹
謗
も
規
制
さ
れ
て
き
て
い
た
。
西
鶴
の
時
代
よ
り
十
数
年
後
の
「
赤
穂
事
件
」
に
関
し
て
出
版
、
戯
曲
化
す
る

こ
と
が
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、
と
て
も
大
胆
な
記
述
で
あ
る
。

明
石
藩
は
、
戦
国
末
期
に
高
山
右
近
が
六
万
石
と
し
て
高
槻
か
ら
入
封
し
た
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
追
放
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
な
っ

て
、
小
笠
原
忠
真
が
初
代
明
石
藩
主
と
し
て
十
万
石
で
入
封
す
る
が
、
以
降
は
七
万
石
前
後
の
譜
代
中
藩
と
し
て
明
治
ま
で
続
い
た
。

特
に
藤
井
「
松
平
」
家
系
の
五
代
藩
主
「
松
平
忠
国
」
は
文
武
を
奨
励
し
、
新
田
開
発
を
す
す
め
、『
源
氏
物
語
』『
平
家
物
語
』
の
舞

台
と
し
て
の
明
石
の
名
所
旧
跡
を
顕
彰
す
す
る
な
ど
し
て
名
君
と
慕
わ
れ
た
。
父
の
死
去
に
伴
い
そ
の
子
「
松
平
信
之
」
が
家
督
を
相
続

し
、
六
代
目
藩
主
と
し
て
二
十
一
年
の
治
世
の
後
、
一
万
五
千
石
加
増
の
上
、
大
和
郡
山
藩
に
転
任
し
て
い
る
。
そ
の
大
和
郡
山
藩
六
万
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石
か
ら
入
れ
替
わ
り
に
転
任
し
て
き
た
の
が
、
明
石
藩
七
代
藩
主
「
本
多
正
利
」
で
あ
る
。
四
年
と
い
う
短
い
治
世
の
後
、
天
和
二
年

（
一
六
八
二
）
年
、
奥
州
岩
瀬
一
万
石
に
左
遷
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
八
代
藩
主
と
し
て
「
松
平
直
明
」
が
越
前
大
野
藩
五
万
石
よ
り
転

任
し
、
二
十
年
の
治
世
を
終
え
て
退
任
、
そ
の
後
は
息
子
の
「
松
平
直
常
」
が
九
代
藩
主
と
な
り
、
四
十
三
年
の
長
き
に
わ
た
り
治
世
を

行
い
、
そ
の
後
も
越
前
松
平
家
は
続
き
、
大
き
な
一
揆
や
国
替
え
な
ど
も
な
く
、
短
い
本
多
の
時
代
を
除
け
ば
、
譜
代
の
藤
井
「
松
平
」、

越
前
大
野
「
松
平
」
に
よ
っ
て
安
定
し
た
君
主
「
松
平
」
の
も
と
に
あ
っ
た
と
言
え
る
⑹
。

戦
後
時
代
劇
の
傑
作
『
十
三
人
の
刺
客
』
は
中
仙
道
の
あ
る
宿
場
町
で
暴
虐
奇
行
の
明
石
藩
主
「
松
平
斉
宣
」
が
討
た
れ
る
話
で
あ
る

が
、「
松
平
斉
宣
」
は
明
石
藩
十
五
代
藩
主
と
し
て
実
在
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
出
自
が
十
一
代
将
軍
「
徳
川
家
斉
」
の
二
十

六
番
目
の
男
子
で
あ
り
、
先
代
藩
主
の
実
子
を
退
け
て
、
明
石
藩
に
養
子
と
し
て
加
増
の
上
赴
任
し
、
藩
主
と
な
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ

る
が
、
映
画
の
よ
う
な
暴
君
と
し
て
存
在
し
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。

ま
さ
と
し

む
し
ろ
、
こ
の
暴
虐
乱
行
の
明
石
藩
主
こ
そ
七
代
藩
主
「
本
多
正
利
」
と
特
定
で
き
る
。

明
石
藩
七
代
藩
主
「
本
多
正
利
」
と
言
え
ば
、
当
時
、
寛
文
十
一
（
一
六
六
七
）
年
の
大
和
郡
山
藩
で
起
こ
っ
た
御
家
騒
動
、
い
わ
ゆ

る
「
九
六
騒
動
」
の
当
事
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
本
多
正
利
の
父
「
本
多
正
勝
」
の
祖
は
徳
川
四
天
王
の
一
人
と
し
て
世
に
知
ら
れ

る
、
功
臣
「
本
多
平
八
郎
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
死
後
の
相
続
を
め
ぐ
っ
て
、
本
家
と
別
家
が
争
い
、
藩
中
騒
然
と
な
り
、
よ
う
や
く
幕
府

の
裁
定
に
よ
っ
て
、
本
家
当
主
「
本
多
勝
長
」
は
大
和
郡
山
藩
九�

万
石
を
継
ぎ
、
別
家
当
主
「
本
多
正
利
」
は
六�

万
石
の
明
石
藩
に
移
封

す
る
と
い
う
、
同
時
代
の
諸
藩
が
、
御
家
騒
動
に
よ
る
お
と
り
潰
し
の
多
い
例
の
中
で
、
幕
府
に
し
て
は
異
例
の
温
情
の
あ
る
裁
定
で
あ

っ
た
。
こ
れ
を
二
藩
の
石
高
を
も
っ
て
「
九
六
騒
動
」
と
称
し
て
、
世
情
の
話
題
を
さ
ら
っ
た
⑺
。

大
和
郡
山
藩
を
追
わ
れ
た
「
本
多
正
利
」
に
す
れ
ば
、
名
将
「
本
多
平
八
郎
」
の
直
系
に
名
を
残
せ
な
か
っ
た
忸
怩
た
る
思
い
、
満
た

さ
れ
な
い
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
引
き
金
と
な
っ
た
の
か
、
明
石
藩
で
は
乱
行
が
続
い
た
と
さ
れ
る
。
あ
く
ま
で
正
式
な
記
録
に
残
ら

西
鶴
と
狸

一
四



な
い
巷
間
の
伝
承
で
あ
る
が
、
家
臣
へ
の
暴
行
、
手
討
。
婦
女
子
へ
の
乱
行
な
ど
が
多
く
伝
わ
り
、
こ
れ
が
俗
謡
と
し
て
後
世
ま
で
伝
承

さ
れ
た
⑻
。

「
本
多
正
利
」
は
、
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
二
月
二
十
二
日
、
明
石
藩
の
城
地
没
収
の
上
、
改
め
て
陸
奥
国
岩
瀬
郡
内
で
一
万
石
を
与

え
ら
れ
移
封
さ
れ
て
い
る
。
理
由
を
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
は
「
家
政
よ
ろ
し
か
ら
ず
」、
先
年
の
巡
見
使
へ
の
不
適
切
な
対
応
と
す
る

が
、
そ
れ
以
上
の
事
由
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
蛇
足
な
が
ら
、
正
利
は
、『
男
色
大
鑑
』
刊
行
後
の
元
禄
六
（
一
六
九
三
）
年
に
改
易
と
な

り
、
元
禄
十
五
（
一
七
〇
二
）
年
閉
門
の
上
、
三
河
国
岡
崎
藩
主
・
水
野
忠
之
の
お
預
か
り
の
上
、
岡
崎
城
に
幽
閉
さ
れ
、
宝
永
四
（
一
七

〇
七
）
年
、
六
十
七
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
明
石
藩
、
藩
主
の
座
を
追
わ
れ
て
後
の
幕
府
の
厳
し
い
処
置
を
見
る
だ
け
で
も
、
い
か
に

「
本
多
正
利
」
が
奇
行
を
繰
り
返
し
続
け
た
か
容
易
に
想
像
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
情
報
源
は
、
西
鶴
と
親
交
の
深
か
っ
た
談
林
俳
諧
の
俳
人
た
ち
か
ら
と
も
言
え
る
が
、「
九
六
騒
動
」
は
実
録
物
と
し
て
、

多
く
写
本
と
し
て
出
回
っ
て
い
る
事
実
か
ら
も
、
ち
ょ
う
ど
西
鶴
の
頃
に
全
国
的
に
知
れ
渡
っ
て
い
た
御
家
騒
動
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
加
え
て
こ
の
暴
虐
疑
惑
で
あ
る
。
噂
は
噂
を
呼
び
、
何
の
変
哲
も
な
い
泰
平
の
世
を
平
々
凡
々
と
謳
歌
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
格

好
の
話
の
種
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

余
談
な
が
ら
、
戦
後
時
代
劇
の
傑
作
『
十
三
人
の
刺
客
』
は
中
仙
道
の
あ
る
宿
場
町
で
暴
虐
奇
行
の
明
石
藩
主
「
松
平
斉
宣
」
が
討
た

れ
る
話
で
あ
る
が
、「
松
平
斉
宣
」
は
明
石
藩
十
五
代
藩
主
と
し
て
実
在
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
出
自
が
十
一
代
将
軍
「
徳
川

家
斉
」
の
二
十
六
番
目
の
男
子
で
あ
り
、
先
代
藩
主
の
実
子
を
退
け
て
、
明
石
藩
に
養
子
と
し
て
加
増
の
上
赴
任
し
、
藩
主
と
な
っ
た
こ

と
も
事
実
で
あ
る
が
、
映
画
の
よ
う
な
暴
君
と
し
て
存
在
し
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。
原
作
者
は
ど
こ
か
で
、
明
石
藩
主
「
本
多
正
利
」

の
話
を
知
り
あ
て
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
不
明
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
の
「
狸
」
話
と
し
て
三
作
目
に
あ
げ
た
『
男
色
大
鑑
』
に
お
い
て
、
男
色
の
性
欲
目
的
ゆ
え
に
連
れ
て
き
た
小
輪
を
嫉
妬
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の
あ
ま
り
、
家
臣
の
前
で
切
り
刻
み
命
ま
で
奪
う
暴
君
の
姿
は
、
明
石
藩
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
存
在
し
た
暴
君
「
本
多
正
利
」
像
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。
同
時
代
の
多
く
の
読
者
も
共
有
し
、
共
感
し
て
い
た
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
二
作
目
の
松
前
藩
主
と
い
い
、
三
作
目
の
明
石
藩
主
と
い
い
、
創
作
上
の
人
物
設
定
と
は
い
う
も
の
の
、
前
章
で
述
べ

た
出
版
取
り
締
ま
り
令
や
本
仲
間
に
よ
る
自
主
規
制
の
中
で
は
極
め
て
危
う
い
題
材
で
あ
る
。

約
百
年
後
の
蔦
屋
重
三
郎
、
山
東
京
伝
の
筆
禍
事
件
を
思
え
ば
、
あ
る
意
味
、
ま
だ
ま
だ
出
版
規
制
の
緩
い
時
代
の
産
物
と
も
言
え
る

が
、
そ
れ
を
見
事
に
助
け
て
い
る
の
が
「
狸
」
な
の
で
あ
る
。「
狸
」
こ
そ
が
出
版
規
制
へ
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
の
装
置
だ
っ
た
の
で
あ

る
。そ

れ
で
は
、
そ
の
尺
度
で
一
作
目
の
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』「
形
は
昼
の
ま
ね
」
を
読
め
ば
ど
う
な
る
か
。「
松
前
藩
主
」「
明
石
藩
主
」

の
二
話
と
同
様
に
批
判
の
対
象
人
物
を
探
れ
ば
、「
井
上
播
磨
掾
」
と
な
る
。
林
久
美
子
氏
は
、

井
上
播
磨
掾
は
、
上
方
浄
瑠
璃
中
興
の
祖
と
呼
ば
れ
る
。
明
暦
〜
延
宝
期
の
最
も
重
要
な
太
夫
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
の
語
っ
た
曲
数
は
膨
大
で
あ

り
、
節
付
に
心
を
配
っ
た
絶
妙
な
語
り
は
聴
衆
を
魅
了
し
、
そ
の
流
れ
は
宇
治
加
賀
掾
か
ら
竹
本
義
太
夫
へ
と
継
承
さ
れ
る
。
彼
の
太
夫
と
し
て
の

力
量
は
相
当
の
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
⑼
。

と
述
べ
て
い
る
。
西
鶴
に
も
浄
瑠
璃
作
品
は
あ
り
、
宇
治
加
賀
掾
と
の
付
き
合
い
も
深
か
っ
た
。
竹
本
義
太
夫
と
と
も
に
知
ら
れ
る
近
松

門
左
衛
門
は
宇
治
加
賀
掾
の
弟
子
筋
と
言
え
る
の
で
、
西
鶴
当
時
の
人
々
か
ら
す
れ
ば
、
上
方
浄
瑠
璃
界
最
高
の
名
人
と
も
言
う
べ
き
人

物
で
あ
る
。
さ
ら
に
生
没
年
は
不
明
な
が
ら
、『
竹
豊
故
事
』
に
よ
れ
ば
、
没
し
た
の
は
貞
享
二
年
五
月
二
十
九
日
と
さ
れ
て
い
る
⑽
が
、

こ
の
年
の
正
月
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
で
あ
る
か
ら
、
井
上
播
磨
掾
自
身
が
読
者
と
な
り
得
た
か
も
知
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
巻
四
の
一
の
冒
頭
で
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浄
瑠
璃
の
太
夫
に
、
井
上
播
磨
と
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
節
を
語
り
出
し
て
、
諸
人
に
口
真
似
さ
せ
け
る
。

と
書
く
の
は
、「
諸
人
」
が
播
磨
節
を
「
口
真
似
」
し
た
く
な
る
ほ
ど
心
酔
し
、
西
鶴
も
当
時
の
大
坂
の
人
々
も
納
得
で
き
る
傑
作
の
上

演
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
言
え
る
。

そ
う
す
る
と
、
こ
の
話
で
の
「
狸
」
の
仕
業
は
な
ぜ
必
要
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

大
坂
道
頓
堀
で
井
上
播
磨
掾
ほ
ど
の
者
が
語
り
、
聴
衆
が
感
じ
入
り
、
名
演
技
を
見
せ
た
人
形
た
ち
で
あ
る
か
ら
、
人
知
れ
ず
魂
が
乗

り
移
り
、
深
夜
に
動
き
出
し
た
と
い
う
の
は
、
先
に
「
付
喪
」
と
し
た
が
、
こ
れ
は
実
際
に
起
き
た
怪
奇
現
象
で
は
な
か
っ
た
か
と
し
た

い
。前

章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
の
出
版
規
制
か
ら
は
怪
異
を
書
い
て
出
版
す
る
こ
と
は
取
り
締
ま
り
の
対
象
で
あ
っ
た
。
人
心
を
惑
わ

す
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
そ
の
事
を
知
っ
て
人
心
は
恐
れ
慄
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
さ
す
が
「
井
上
播
磨
掾
」
と
悦
ん
だ

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
西
鶴
は
「
狸
」
の
仕
業
と
し
て
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
な
が
ら
、
全
国
に
井
上
播
磨
掾
の
播
磨
節
の
素
晴
ら
し
さ
を
喧

伝
し
、
ひ
い
て
は
当
時
江
戸
の
地
だ
け
で
は
な
く
、
上
方
に
ま
で
流
行
し
て
い
た
金
平
浄
瑠
璃
な
ど
を
凌
ぐ
上
方
浄
瑠
璃
の
存
在
、
芸
事

と
し
て
の
完
成
度
の
高
さ
を
誇
示
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
な
れ
ば
、
や
は
り
、
こ
の
話
の
「
狸
」
の
役
割
は
装
置
に
す
ぎ
な
い

と
言
え
よ
う
。

以
上
三
話
は
、「
狸
」
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
で
真
実
を
伝
え
、
世
情
の
読
者
を
虜
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
幕
府
と
い
う
統
制
側
と

の
間
で
は
、
極
め
て
危
う
い
場
合
も
あ
る
が
、
現
在
を
写
し
と
る
こ
と
で
、
同
時
代
の
読
者
に
共
感
を
喚
起
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
が
作
家

西
鶴
の
手
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
手
法
は
作
家
と
読
者
と
の
関
係
を
超
え
て
同
心
円
的
に
拡
が
り
を
見
せ
、
同
時
代
の
文
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化
形
成
ま
で
影
響
を
与
え
た
可
能
性
ま
で
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
⑾
。

こ
れ
は
文
字
だ
け
を
読
む
と
い
う
外
的
な
行
為
で
は
得
ら
れ
な
い
内
面
の
読
書
の
面
白
味
を
提
示
し
た
こ
と
に
な
る
で
は
あ
る
ま
い

か
。
同
時
代
の
読
み
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
手
続
き
を
必
要
と
す
る
が
そ
れ
も
作
品
分
析
の
た
め
に
は
必
要
な
作
業
な
の
で

あ
る
。

「
文
芸
研
究
の
現
在
と
こ
れ
か
ら
」
と
い
う
命
題
に
沿
っ
て
結
論
と
す
る
な
ら
、
平
安
時
代
に
、
明
治
時
代
に
成
立
し
た
作
品
と
し
て

研
究
す
る
こ
と
は
第
一
歩
で
あ
る
。
文
章
に
即
し
て
、
人
情
の
機
微
、
主
人
公
の
心
の
推
移
な
ど
を
探
究
す
る
の
は
第
二
歩
で
あ
る
。
第

三
歩
は
、
作
家
と
そ
れ
を
受
容
し
た
同
時
代
の
読
者
と
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
も
こ
こ
に
第
四
歩
、
第
五
歩
と

続
き
、
作
品
の
本
質
性
の
解
明
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
拙
に
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
次
世
代
の
賢
者
へ
の
贈
り
物
と
す
る
と
し

て
結
び
た
い
。

注
⑴

今
田
洋
三
『
江
戸
の
禁
書
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
）
よ
り
引
用
し
て
い
る
が
、
京
都
で
の
地
方
令
で
は
あ
る
も
の
の
明
暦
以
降
、
全
国

各
地
で
発
令
さ
れ
て
い
る
。

⑵

西
鶴
の
『
武
家
義
理
物
語
』﹇
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年
刊
﹈
巻
一
の
四
「
神
の
咎
め
の
榎
木
屋
敷
」
の
雪
隠
で
の
靭
の
怪
異
は
、
巻
一
の
目

録
題
に
は
「
強
き
人
に
は
古
狸
も
」
と
あ
る
も
の
の
、
話
に
は
狸
の
怪
異
は
記
さ
れ
ず
に
、
む
し
ろ
付
喪
神
の
話
と
な
っ
て
い
る
。

⑶

作
品
論
と
し
て
は
、
拙
著
「『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
試
論
│
「
人
は
ば
け
も
の
」
論
（
下
）
│
」（『
日
本
文
芸
研
究
』
第
五
十
三
巻
第
二
号
、
二

〇
〇
一
）」
に
詳
述
し
て
い
る
。

⑷

作
品
論
と
し
て
は
、
拙
著
「『
本
朝
二
十
不
孝
』
に
お
け
る
創
作
視
点
」（『
日
本
文
芸
研
究
』
第
四
十
二
巻
第
一
号
、
一
九
九
〇
）」
に
詳
述
し

て
い
る
。

⑸

作
品
論
と
し
て
は
、
拙
著
「「
年
を
か
さ
ね
し
狐
狸
の
業
ぞ
か
し
」
考
│
西
鶴
と
出
版
統
制
令
に
関
す
る
一
考
察
│
」（『
日
本
文
芸
研
究
』
第

五
十
四
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
三
）、
篠
原
進
「『
男
色
大
鑑
』
の
〈
我
〉
と
方
法
」（『
青
山
語
文
』
第
二
十
七
号
、
一
九
九
七
）
に
詳
述
さ
れ
て
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い
る
。
な
お
、
小
輪
を
葬
っ
た
と
さ
れ
る
朝
顔
寺
は
実
在
し
、
西
鶴
の
著
し
た
地
誌
『
一
目
玉
鉾
』﹇
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
刊
﹈
の
「
明

石
」
の
案
内
と
し
て
寺
名
と
『
男
色
大
鑑
』
に
あ
る
手
向
け
の
歌
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。
藩
主
は
八
代
藩
主
「
松
平
直
明
」
と
さ
れ
て
い

る
。

⑹

中
野
直
行
「
松
平
忠
国
の
治
世
」『
講
座

明
石
城
史
』（
明
石
城
史
編
さ
ん
実
行
委
員
会
、
神
戸
新
聞
総
合
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
〇
）
よ
り

⑺

谷
村
禮
三
郎
「
松
平
直
明
の
こ
ろ
」『
講
座

明
石
城
史
』（
明
石
城
史
編
さ
ん
実
行
委
員
会
、
神
戸
新
聞
総
合
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
〇
）
に

は
、
明
石
藩
主
「
本
多
正
利
」
を
唄
っ
た
も
の
か
不
明
な
が
ら
、
幕
末
ま
で
藩
主
が
娘
を
次
々
と
手
籠
め
に
し
た
事
や
罪
の
な
い
人
を
手
討
に

し
た
と
い
う
盆
踊
り
唄
「
茶
碗
屋
の
娘
」
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
事
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
論
者
は
明
石
藩
の
旧
城
下
町
の
出
身
で
あ
る
が
、

こ
の
唄
は
伝
承
さ
れ
て
い
て
、
今
で
も
口
遊
む
こ
と
が
で
き
る
。
明
石
の
人
々
に
と
っ
て
よ
ほ
ど
衝
撃
的
な
事
件
で
あ
り
、
暴
虐
君
主
の
存
在

し
た
歴
史
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑻

吉
村
昭
「
第
二
章

本
藩
・
支
藩
の
対
立
と
御
家
騒
動

大
和
国
郡
山
藩
「
九
六
騒
動
」
に
つ
い
て
」（『
御
家
騒
動
の
研
究
』、
清
文
堂
出
版

二
〇
〇
八
）
よ
り

⑼

林
久
美
子
「
江
戸
浄
瑠
璃
と
井
上
播
磨
掾
│
「
阿
部
鬼
若
丸
」
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
文
学
史
研
究
』
二
十
二
巻
、
一
九
八
一
）、

⑽

井
上
播
磨
掾
の
没
年
に
関
し
て
は
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
）
の
項
目
（
担
当
安
田
富
貴
子
）
で
は
、
近
時
の
説
と
し
て
延
宝

五
年
説
を
あ
げ
た
上
で
延
宝
二
か
ら
四
年
夏
か
と
し
て
い
る
。

⑾

拙
著
「「
白
拍
子
」
考
│
俳
諧
師
西
鶴
と
英
一
蝶
の
接
点
よ
り
│
」（『
水
門

言
葉
と
歴
史
』
第
三
十
二
号
、
二
〇
二
五
）

※
本
論
考
は
、
日
本
文
芸
学
会
第
六
〇
回
全
国
大
会
（
於

岡
山
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

セ
ン
ト
・
ヨ
ゼ
フ
ホ
ー
ル
）
で
の
講
演
に
基
づ
い

て
い
る
。
西
鶴
作
品
の
本
文
は
す
べ
て
『
新
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
よ
り
用
い
、
踊
り
字
、
送
り
仮
名
等
は
随
時
森
田
が
補
っ
た
。『
和

漢
三
才
図
絵
』
は
架
蔵
本
を
用
い
た
。

※
本
研
究
はJSPS

科
研
費
（
森
田
雅
也
代
表
）「
１７
世
紀
に
お
け
る
大
坂
俳
壇
と
地
方
物
流
網
の
紐
帯
関
係
│
西
鶴
と
の
交
流
を
視
座
と
し
て
│
（22

K
00309

）」
の
助
成
を
受
け
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
）
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